古墳出土の曲げられた鉄器について ： 同志社大学所蔵西山２号墳出土鉄剣の観察から by 門田, 誠一








































が、住宅団地造成に伴い消滅した。古墳群は 7基からなり、これらのうちし 2 、 4 、 5号墳
に対して1961 年に発掘調査が行われ、その成果が報告されている(1)。
調査された古墳のなかで、西山 2号墳は、古墳群のなかでは、北寄りの丘陵麓にあった古墳














問題の曲げられた鉄剣は西山 2 号墳東構の粘土榔を破壊した盗掘孔の中から発見された (2)。
原資料には「西山古墳」の表示とともに '61.7.4 剣W1 NYS-2 榔 l 盗掘孔より」
の表示のあるカードが添えられている。記載のうち、 '61. 7. 4J は出土した年月日である 1961
年 7月 4 日を指し、 'NY S -2 J は西山 2号墳を示し、「榔 1 盗掘孔より」は出土した埋葬
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これらの地域では、 1 遺跡12 例にのぼり、そのうちわけは曲げられた鉄器が 6例、破砕された




































かの105 号土塘墓でも出土しており、故意に曲げたられたものと報告されている(図 4)0 九
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図 3 金海・大成洞45 号墳頭大万出土状態
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鉄刀 (35 号墓、 57 号墓、 67 号墓など)、小鉄万(7号墓などから出土)、鉄錐がある(図 5 )。
これらのうち、鉄万と小鉄万は日本の用語では素環頭大万ないし素環頭万子に該当する。また、

























図 5 吉林・検樹老河深遺跡出土鉄器類 1 と 7が折り曲げられている
縮尺: 1 は3/1 7 は3/2
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